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述
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^
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七
九
0
年
に
彼
れ
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グ
ラ
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宛
て
、
手
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へ
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い
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囑
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殆
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完
成
す
る
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度
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し
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あ
ら
ラ
か
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七
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。
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嫌
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概
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っ

て
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猶
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デ
ィ
に
歸
り
、
秋(

一
七

七

三.
¥
s

肩
に
■
 

，裁
？
 
了
へv

霞

に

出

、

」

®

に
附
す
夺
や
う
霞
し.
た

5

1

5

•'
.
>」

> 

r
A 1
'
が
^
の
手
紙
^
書
い
た
翌
#
、
被
れ
は
國
富
論
の
原
稿
を
携
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彼
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出
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^
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さ
れ
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ア
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條
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文
言
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ス
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七
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ー
月
十
三
日
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丨
ン
に
锊
い
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の
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物
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初

版
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稿
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。
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七
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六

部

十

4

月
十
彐
日
の
手
胍
に
ヨ
ば
磅
夕
受
耿
り
、
敗
ほ
肩
額
於
あ
る
や
ぅ
に
言

'つ
て
^
る
か
ら
、
稿
料
の
金
額
は
五
西■■
!

:
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磅
で
あ
つ
た
の
で
な
い
か̂
言
つ
て
^
る
の
は
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-
こ
の
ホ
紙
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碴
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龍
へ
て
时
る
の
で
あ
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寶
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を
嬪
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襄
切
0
て
\
恐
ら
，ぐ1

千
部
刷
ら
れ
だ
で
，あ
ら
ぅ
第

1

版
は
半
歲
餘
で
賣
盡
さ
れ
た■:

'

'.
:'

と
傅
へ
ら
れ
る
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ス
ト
ラ
ア
ン
は
、
出

版

後

「

月
し
か
經
た
な
い
叫
月
十
ニ
日
、に
、
彼
れ
の

_

逬
は
多
く
の̂

想
を
必
耍
と
す
る
か
ら、.
'

中
ボ
ン
の
著
作
ほ
，ど
资
及
し
得
な
い
と
言
つ
た
ヒ
ュ

t

ム
の
言
葉
を
取
上
げ
てS「

貴
君
が
ギ
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と
ス
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博
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の
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書
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も
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氖
の
あ
る
著
作
で
あ
る
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し
か
し
後
者

.
の
賣
行
も
、
殆
ん
を
そ
ん
な
に
速
く
は
な
い
け
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等
か
の
目
的
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め
に
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實

間
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营

|

|

が

.

. 

1

を
必
要
と
す
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猙
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待
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と
の
國
富
論
靭
版
に
，

1

の
異
版
と
、
：一

の
疑
亂
あ
る
版
本
が
あ
る
。
、
前
潜
は
最
近
$
‘

1.
ア

へ

、

ド

の

賣
M
-
に
現
は
れ
た
、
第

二

卷
'
'

ぃ
:.
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だ
け
仏
な
く
、'第

1
、

第
二
附
卷
共
に
副
標
跟
を
冇
す
る
も
の
で
队
み
Q

こ

、

で

少

し

く

ス

ト

ラ

ア

ン

、

か
，，デ

ル

.

.
に

ょ
.

る
偷
敦
初
版
の 

體
栽
を
詳
し
く
課
明
す
れ
ば
、
第

1

卷
に
は
標
題
紙
が
あ
る
丈
け
ゼ
副
標
題
紙
が
，な

.
い
、
そ
し
て
檩
題
紙
襄
に
，道
德
情
操
論
第
四
版
の
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廣
告
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つ
て
風
る
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?
第
ニ
卷
は
標
題
紙
及
认
副
標
題
紙
共
に
具
は
り
、
前
者
り
襄
に
次
の
ー

」

つ
の
誤
植
は
意
味
に
關
係
が
あ
る
か
ら'

ぺ
ン
で
訂
拓
ふ
れ
た
い
，と
の
意
味
の
言
葉
が
記
さ
れ
.て
侷
る
0
ミ
ュ
，1
ァ
へ
ッ
ド
ボ
^
は
こ
、
め
，標
題
紙
及
び
副
®

敗
が
削
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さ
れ 
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代
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標

題

紙

と
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結
し
た
ニ
牧
が
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さ
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て
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の
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ア
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仝
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述
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つ
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、
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.
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初
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あ
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ボ
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初
饭
の
刊
行
を「

1
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七
七
六
年(

或
る
も
の
は
*

1

セ
七
七
年〕

」

と
記
し
て
思
る
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
本
書
に
就
い
て
は
こ
れ
以
外
知
ら
れ
る
と
こ
^
が
.な 

い
や
う
で
あ
る
。
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ッ
シ
ィ
は
前
記
エ
デ
ヰ
ン
ブ
ロ
版
と
浞
^
し
て
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る
も
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あ
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し
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そ
れ
は
勿
論
歟
本
に
用
ひ
ら
れ
た-の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
，際
笕
ー
に
帔
れ
，の
意
中
に
在
つ
た
も
の
は
、
ヒ

.ュ

.丨
ム
で 

あ
つ
た
ら
う
と
思
は
れ
る
が\
し
か
し
彼
れ
の
.出
版
を
最
も
喜
ん
だ'の
も
彼
れ
'.で
あ
.つ
た
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i
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後
荠
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四
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に
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書
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い
て
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よ
く
や
つ
‘た
、
ス
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ネ
君
。
.大
い
に
君
の
出
嘯
榮
を
喜
ぶ
。
精
障
し
て
大
き
な
、心
配
が
だ
く
な
つ
た
。
恝
自
身
：か
、ら
も
、
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I
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咒
の
友
人
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衆
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灯
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に
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で
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介
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そ
の
閱
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に
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必
然
に
多
く
拉
意
を
丨
必
要
と
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上
か
も
为
衆
は
こ
れ
を
餘
り
與
へ
な
い
で
あ
ら
ぅ
か
ら
、
初
め
な
ぼ
し

.
拭
ら
く
人. 

氣
の
出
る
こ
と
を'疑
ふ
だ
け
で
あ
るo
し
か
し
そ
れ
は
深̂;
と
堅
牢
と
銳
さ
をt

つ
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居
る
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ま
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多
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の
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で
例
證
さ
れ

V
'  

®

る
か
ら
、
終
ひ
に
は
公
衆
の
注
意
を
惹
く
に
相
違
な
い

O
J(lfx

I

ボ
^

^

C+
は
3
^
|

び
找
; <
&.
2
奶

、

.

)

ブ

レ
エ
ア
^

彼
れ
と
抑
に—
 

著
を
贈
ら
れ
た
一
人
で
あ
る
。
彼
れ
も'1,
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膏
君
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商
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大
の
貢
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を
爲
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翁
の
著
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あ
る
程
度
國
民
の
：藤
業
法
典.と
な
る
べ
き
で
あ
る
，、
否
な
辱
で
あ
ら
ラ
と
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同
じ
く
四
且
一
日
に
沪
ボ
ン
は
ア

V

ム
•フ
ァ
广
ス
•ン
に
？
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吾
々
の
*
同
の
友
ア
ダ
ム•
ス
,'
、
ス

氏

は

極

め

て

優

，れ

た

著

作

，
で
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,

衆

を
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し

た
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廣

视

な

一

科

學

が

饌

か

忙

一

，
部

の

書

を

、

M
つ
て
、' ま
吹
最
も
深
遠
な
思
想
が
最
も
明
瞭
な|日
菜
で
表
現
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：れ
て
屛
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し
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し
义
の
大
箸
の
閱
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に-は
、

ヒ
ユ
1
A-
が
言
つ
た
や
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に
、
，1多
く
の
^
* :」

を
必
耍
と
し
キ
に
相
違
な
い
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國
富
論
ル
第
三
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を
重
ね
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七
八
五
年
に
、

フ‘オ
ッ
ク
ス
は
友
人
に「

總
ぺ
て
こ
れ
響
の
題
目
に
は
妆
の
理
解
を
超
え
る
も
の
が
あ
る
。
私
自
身
そ
れ 

A
包
容
，で.
貧
な
か
つ
た
し
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ま
た
出
來
た
人
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出
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な
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歡
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の
が
あ
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で
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た
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す
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ま
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--i:z:si£,-̂
:̂
:L 

K
y
v
,
, 

^
U
K
l
h
k
L
N
M
I
^
F
^
L

,

'

 
;
«

; l
# ,
邋

• 

/
 
'■ 

パ

, 

\

 

一
 iH

C

 

(

七
充
八〕 

起
さ
れ
て
ぃ
、
も
の‘か
も
知
办
な̂

^
!

^

^
1
^

3 *
。

t 

r

‘<

;
は
七.
六
念
四
乃
半
ば
倫
敦
に
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貴
君
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濫
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れ
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る
の
を
兌
た
。
特
走
の
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餘
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あ
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へ
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ゐ
る
ひ
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が
多
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丨
こ
れ
は
时
よ
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费
对
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期
せ
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れ
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間
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へ
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怫
蘭
西
經
濟
學
者
め
功
業
に
就
い
て
は
疑
ひ
は̂
い
。
彼
れ
等
は
本
世
紀
に
於
い
て
農
業
、
製I

及
び
商
業
の
問
題
に
關
し
、
合
理 

的
项
論
へ
の
道
を
拓
い
た
。
し
か
し
彼
れ
等
の
間
か
ら
は
一
め
菡
述
，̂
现
は
れ
て
居
な
い
*
ま
た
恐
ら
く
そ
の
金
體
か
ら
心
的
な
賢
明
さ 

洞
察
力
' 
見
解
.の
，
廣

さ

、

.
I
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l
^
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明
確
^
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!別
、
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當
に
い
し
て
，自
然
な
結
合
依
存
に
對
し
、，
，本
書
，に-i
t
す
べ
き
何
物
を
も
求
め
る
こ 

と
'は
出
來
な
い
。
そ
：れ
は
最
も
萆
純
な
肉
體
的
勞
働
の
第

j

端
緖
に
初
ま
り
、
溶
易
い
商
然
な
段
階
を
經
て
精
神
的
最
高
能
力
に
到
る
、 

鬼
全
な
社
#
分
柄
で
あ
る
。
そ
の
過
程
に
於
い
て
、
技
耀
;v
商
業
の
み
^ ，
ち
ず
、
財
政
，
IE
義
、
政
策
、
，
軍
隊
の
經
濟
及
び
敎
育
組
織 

が
、
數
々
深
‘く
‘
常
に
^
み
に
明
瞭
に
、.
潸

慮

さ

办

論

ザ

て

居

る
o
思
想
は
豊
富
で
新
し
い
。
そ‘の

，

性

、

堅

實

さ

に

就

い

て

何
等
の
S

が
：

れ
る
I

に
は
、
時
H
が

翁

で

含

タ
R

一

。

が

^

し
か
し
^

の

批

評

も

そ

の

，
體

裁

か

.
ら
見
て
、
先
に
同
誌
に
道1«
精
操
論
の
書
評
を
書
い’た
彼
れ
の
親
贫
の{
人
工
ド
モ
ン

F
;s
ア
ク 

の
筆
に
成
る
も
の
，と‘思
は
れ
る
。
パ
ア
ク
は
前
の
機

#

に
も
挪
ベ
た
や
ぅ
に
、

ス
ミ
ス
の
歎
美
ぎ
で
あ
つ
た
。
そ
し
て
ス
ミ
ス
も
亦
彼 

れ
を
尊
哪
し
、後
に「

バ
ア
ク
は
辦
め
打
ち
合
せ
を
せ
ず
し
て
而
か
も
經
濟
問
服
£
就
い
て
余
と
疋
し
く
同
じ
考
へ
を
抱
、く
余
の
知
る
限 

り
唯
一.
の
人
だ」

と
言
つ
た
の
で
あ
る(|2

或
，

一
顔)

"
f

f

に
間
’年
九
月(

ニ
十
五•
日
の
日
附
が
あ
る〕

■

か

れ

奄

-
ボ

ォ

ナ
ル
の
批
評
が
あ
る
。

『

W
オ
ナ
ル
總
■#
よ
り
法
學
博
士
、
王
立
協
會
會
員
ア
ダ<ム
«'
ス
ミ
ス
へ
の
書
簡
。
そ

の「M

民
の
富
の
本
M 1
.
 

と
諸
原
因
に
關
寸
る
硏
究
し
に
述
べ
ら
れ
た
所
說
の
數
點
へ
‘の
檢
味
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o
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n
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 1
7
7
6
,

が
こ
れ
で
^
る
。

こ
の
公
開
狀
は
、

「

^
敦
及
び
そ
の
人
が
學
琳
に
极
い
て
執
る 

態
度
に
就
い
て
：:
何
等
個
人
的
知
識
を
も
た
な
か
つ
た
，

J

乘
界
の
批
評
と
しV:

汗
总
す
べ
1
で
あ
る
o
,ト

マ

ス

。
，
ポ

オ

サ

ル
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h
i
a
s

 

F
o
w
n
a
n

は
付
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ザ
チ
ユ
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ジ
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、
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，
總
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the 
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そ
，の
#
の
著
述
の
あ
る
敗
治
家
で
あ
る
。
彼
れ
は
ス
ミ
ス
の
國
當
論
を
，
 

「

科
擧
の
最
も
重
要
故
る
も
の
、
、
人
親
社
會
の
知
識
於
於
け
る
若
干
の
第

r

原
理
を
確
定
ず
る
し
も
の
、

「

政
^
的
作
用
の
知
識
に
對
し
て 

プ
リ
ン
シ
，ビ
ア
、と
な
，る

」

も
の
-と
員
^
し
た
，が
.
?
.
 3」

、
胄
哆
の
點
に
於
い
て
、ス
ミ
ス
と
見
解
を
興
に
し
、
殊
に
桢
ii
i
地
贸
晷
獨
占
の
否 

認は彼の承服し難いところであつた著者はスミスにとの小盼

T *
を
贈
り
ぃ
ス
ミ
ス
は
あ
た
こ
れ
に
對
し 

で
一
七
七
七
年
一
月
國
常
論
苒
版
準
縦
の
た
め
倫
敦
に
出
た
折
に
、
著
乾
に
對

1
て
丁
重
な' ,
謝
意
^

數̂
日
中
に
參
上
し
、

W

ひ
に
一
致
， 

す
る
鮎
、
相
齓
す-る
剮
ニ
つ
乍
ら
を
親
.し
く
龢
じ
た
ド.#
望
を
申
送
つ
^
0'(

^ .
|
匕

こ
の
手
紙
を
ゼ
ン
ト
ル
マ
ン
ス
•
マ
ガ
ズ
ィ
ン 

に
初
め
‘

H

發
表
レ
た
紹
f

は
'、「

彼
は
そ
の
，再
版
で
異
論
の
あ
つ
，た
部
八
ル
、の
あ
る
も
の
を
變
更
レ
、囘
答
の
代
り
に
そ
の
や
ぅ
に
變
更 

さ
れ
た
"
こ
の
种
版
の
印
刷
さ
れ
た
一
本
を
ポ
オ
ナ
ル
總
督
に
附
つ
た
の
で
、
論
筚
は
す
つ
か
り
ぬ
が

'つ
い
た
l"
-
と
言
つ
て
居
る
け
れ 
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こ
の
S

は
ス
ミ
ス
の
S

を
湖
す
に
f

な
か
つ
た
も
の
と 

見
え
る
。

て
七'八
〇
年
十
月
.に
和
蘭
の
ァン

ド

レ

ア

ヅホ
ル
ト
^
手
•紙
を
書
か
‘て
、「

私
は
ど
の
私
の
•反
對
論
者
に
も
直
接
囘
答
す
る 

に
常
ら
な
い
と
思4
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第
一
一
版
で
，私
は
ポ
オ
ナ
ル
總
哲
の
異
論
は
總
-べ
て
除
き
得
た
も
の
と
说
ず
る
し
と
首
つ
て
居
る
^

ii «I
s

? ? 

&
2
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)
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事
實
菩
々
が
國
矿
論
第
二
版
と
ポ
オ
ナ
ル
總
督
册
子
と
を
較
べ
‘る
な
ら
ば
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そ
の
差
異
A
鞭

て

ス

ミ

-
ス

の

見

解

が

熱

し

て
 

居
り
、
總
将
の
そ
れ
、が
未
熟
で
あ
る
骷
に
存
ず
る
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匕
と
が
灿
ら
れ
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る
^
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e
t
A
^
n
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1
7
7
8
中
ぬ
於
け
る
彼
れ'の
國
防
費
に
關
す
る
見
解
に
對
し
て
は
、

「

彼
れ
は
そ
の
木
を
書
く
時
、
私
の
著
嘗
を
仕
舞
せ
で
讀
贫
|

っ
1た
：

c-iy 

一
し
惩
、
た
へ 
w

'

R

,
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o
t
t
: 

A
d
a
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,

グ
ビ
と
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p.. '282. 
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.

彼
れ
が
镎
敬
を
拂.っ
て
：朴
を
倾
け
た
の
は
、
ジ
工I
ム
ズ
•
ァ
_ン

グ

ァ

，
ス

ン

の

，
批

評

で

あ

る

。

彼

れ

は

後

者

を

「

ァV

グ
T
-
K
V
な
る 

名
の
極
め
て
精
勵
、勤
勉
且
っ
正
直
な
人
し
と
書
い
て
ブ
ン
グ
ァ
ス
ン
は
一
七
ゼ
七
年
そ
の

『

國
民
の
、勤
勉
必̂

刺
.戟

ず

：
る

方

法

_
に 

關
す
る
觀
察』

o
cr
'̂
M
V
&
s
s 

o
p 

the 

日 

e
âo
s 

ot-
n

s

&s-
^
以 spirit 

of national industry. 

1
7
7
7

^
長

パ
,.
-
.
|
章
を
書
ハ
て
*
ス

ミ
ス
の
敬
物
輸
川
獎
勵
金
に
，
す
る̂
见

に

强

く

汉

對

し

た

む
1

1)

。

し
か
し
こ
の
場
合
に̂

そ

、/
'
ル
、
初
§

ニ

，
 

卷一

0

1

頁
で
偶
々「

事
物
の
性
質
は
穀
物
に
、，
如
何
な’る
人
爲
的
制
度
も
變
贺
す
る
こ
ち
の
出
來
な
い
眞
徹
値
充
固
く
刻
み
附
け
た

」
■ 

と

嗇

い

た

が

、

，
こ

の

表

現

は

，
確

か

に

强

過

ぎ

る

。

「

事
、
物

の

性

質

は

«
物
に
只
そ
の
■

價
格
を
變
更
す
る
こ
と
，に.ー
ょ
：
っ

て

は

變

員

し

：
.
 

，得
な
v>
.眞
M
値
を
固
く
刻
み
附
け
た

」

と
言
ふ
べ
き
で
あ
っ
た
。‘

「

こ
れ
が
議
論
を
必—

要
と
す
る
全
部
で‘あ
を
バ
ま
た
私
の
眞
に
意
味
す
，
 

，
る
と
こ
ろ
も
そ
れ
丈
け
で
あ
っ
た
。
，：
：
私
は
洱
版
セ
こ
の
不
注
意
な

-表
現
を
訂
芷
し
た
。
そ
し
で
私
は
こ
れ
に_ょ
.っ
':で
'ァ
^
ク
ブ
^
 

ン
氏
の
i

l

f
 

去
し
た
も
の
と
_
す
る
の
で
t

」

1

<>
た
の
で
あ
る
好
,

技

ね

錄

；

ま
た
^S

初
版
へ
の
批
評
で.は
な
い
が
、
彼
れ.が
そ
の
眼
で
見
'
そ
’の
评
,
聽
い
'，
た

も

の

と

し

て

"

割

く

に

措

し

い

の

は

、

ベ
：

X

サ
.
 

ム
の
そ
れ
で
あ
る
。
ベ
ン
サ
ム
は
國
富
論
第
三
版
の
第
二
綱
第
四
章
り
利
附
資

.本

.広
就
い
て」
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讀
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當
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行
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良
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發
認
す
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1
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8
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も

E
v>
た
o
ス
ミ
ス
が
浪
費
者
、''
-
.;^
業
家
と
;̂
:
.タ
だ
連
..中
は
高
泖
を
.氣
ぞ
れ
:^
.い
.か
ら
"
_資

命

.̂
^
こ
：の*

ぐ
知
め
、
I

利
率
は
普
通
敏
か

■

を
黯
に
制
限
方
き
f

言
ふ
の
に
^

_

:::

ベ
ン
サ
ー
ム.
 

は
•浪
費
漭
は
論
外
だ
が’同
じ
趄
-黎
象
ど
ド
ふ
圯
尨
深
慮
を
缺
く
虛
業
家
も
ぁ
れ
ば
着
’實
龙
金
業
家
も
あ
る.0
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-

者
を
差
別
.な
く
抑
へ
，る
。
利
息
制
限
わ
廢
棄
は̂
^ ,
&
る
種
_
の
起
業
一
-そ
の
.ぅ
も
に
>
眞
面
故
虛
業
を
含
む.で
士
^

_

を
ぎ
ん
に
し
で
人
類
の
繁
榮
と#
步
を
&
來
ず
る
V. 3

虫
張_
し
た
の
■で

ぁ

る

輯

轉

K
S
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^

1

^

0

ス
ミ
ス
は
こ
の
妃
評
を

*

人
の.
勉
紅
る
ひ
と(

ゥ-
ゥ
リ
7

ム
道
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^
齡

ち_

5
浅
是
認
し
た
や
ぅ
に
竟
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た
し
と
ー
ヲ
ふ

(

i
^
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.

^
i

^
J .

u

け.
れ
ど
も
'と
の
氧
の
公
に
さ£
れ
の
は
’、
阈
富
論
第
五.
版
の..
W
版

麥

)

ス
ミ
ス
の.
晚
年
.

.

运
 

で
ぁ
つ
た
か
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そ
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影
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國
富
输
に.
は
現
は
れ
て
ゐ
な
>
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'

、
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'
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私

は

，
ヒ

こ

で

彼

れ

の

學

說

な

レ

學

史
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上
の
地
位
を
深
く
論
ず
る
考
へ
はt

い
？
け
れ'ど
も一
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；舊

道
#
£
:

操
論』

初
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し
た
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約
と
、
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暮
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篇
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す
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或
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惠
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限
す
；る
；
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度
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し
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れ
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然
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由
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.摩
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.
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齡
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追
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：.つ
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何
人
、
ま̂

は
#
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級
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.
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4
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$
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由
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放
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れ
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^
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儘
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追
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す
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く
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が
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義
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肩
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し
な
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た
沪—

今
度
は1-團

昌
_』

の
側
か
らー

 r

國
富
論J-

と
！

p

道

墻
 

操

經

と

の

^

を

主

張

す

’
^

こ

と

が

出

來

る

の

で

あ

る

 

f
p 

A
n
,
e
s
s
a

-*
'

<b
y
o
h
a
r
i
e
s

 j. 

s
a
u
o
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:
3

赢

J

が
政
治
家
に
與
ベ
た
鬈
に
就
い
て
は
、

ス
ミ
ス
I

會
忙
多
く
の
と
少
な
か
ら
ぬ
弟
子

t

つ

た
I

ら

ず
-
 

'

そ
こ
S

ベ
ら
れ
る
こ
と
の
遲
か
つ
た
，こ
と
が
異
と
せ
ら
れ
て
居
,

縈
が
初
め
て
下
院
で
叩
用
さ
れ
た
の
は
、

『

昏

論

』

_

取

：
 

‘
を
I

や
ぅ
と
す
る」

七
八
三
年
で
あ
つ
た
い
そ
れ
も
、

「

諸
國
民
の
？

就
い
て
書
か
れ
た
或
る
名
著
の
中
に
一
の
格
脅
が
述
べ
ら
れ

.'
'
 

,
て
t

。
こ>

格」

1̂

そ
の
軍
純
な
た
め
に
證
を
受
け
た
け
^

ど
も
、
し
か
し
そ
の
眞
鹫
な
る
こ
と
は
李
ふ
可
か
ら
ざ

る

も

の

で

あ

， 

る
が
、
そ
の
書
の
中I

有
と
な
る
唯一

Q

l

h

癸

を

安

出
S

過V

し
t

や
テ
に
衡
配
す
？

と
でI

と
述.
ベ
：て.
あ
ぎ.
V-.-.

.

と

い

つ

た

も

の

で

あ

る

そ

め

後

ー

セ

ス

七

，印

に

ロ

バ

ア

ト
*

ソ

オ

ン

ト
‘
ン

及

び

ジ

ョ

丨

デ

ム

ア

ム

ス
‘
タ
1

に

ょ

、づ

て

、
.
ま
左
一
'

七
W

 

年

に

は

ハ

ッ

ス

ィ

に

ょ

つ

て

觸

れ

ら

れ

た

が

、

そ

れ

か

ら

f

七

九

H

平
一一

月

十

七

=

ピ
，，
，ト

の

篯

演

f

で

引

か

れ

る

こ
i

餐

か

. 

つ
/
 

•し

ト

は

資

本

“

帮
^

は

こ

れ

を

が
^

1

な

げ

，，れ

财

自

發

的

に

進

行

す

る

と

い

ふ

こ

と
^

說

明

す

る

屮

に

、「

こ.
の.
痕

理

は

：簡
.

'

躍

明

瞭

な

も

の

で

は

あ

る

が

、-

又

そ

れ

は

遠

く

の

濟

か
I

少
一
の
：程

度

に
.
於

い

て
.
s

f

れ
_

せ
，ら

れ

て

來

た

も
0

篇

違

を

'

,
が
、
取
は
そ
れ
が5

の
時
.代

の

警一

人
s

f

弈
作
以
外
に
來
しy

今
：：：P

H
I

に
仕
上
げ
ら
れ
、
充
分
に
說
明
せ
ら
れ
灰 

か
否
か
疑
，ふ

念

で
t
h
。
其
學
者
は
不
幸
に
し
て
今
亡
き
人
でI

がC

予
は
有
名
^
®
:富
論
の
著
者
を
意
味
す
る

)

、
此
人
の
事
實
’：
 

の
細
目
に
對
す
'?
>

n

る
，知
識
と
^
學
的
探
索
の
深
さ
と
は•
商
業
の
歷
史
と
經
濟
の
繫
と
に
邮
す
る
^

ゆ
る
問
題
の
最
も
鲁 

解
決
を
提
供
す
る
で
あ
ら
ぅ̂
私

は

信

冲

る

、

」

と
ー
ー"つ
た
ン
彼
>れ
は
ス
ミ
ス
の
ま
た
無
普
信
泰
者
で
あ
つ
た
が
、

ス
、、、
ス

-は

ス

ミ

"
ス
さ 

亦

「

ピ
-ッ
ト
は
何
と
い
ふ
人
物
だt

o
彼
れ
は
私
の
思
激
を
私
自
身
ょ
り
も
以
く
现
解
し
て
思
る

」

.
と
人
に
語
つ
た
と
い
ふI

で 

あ
る3

'
|

5

八̂

1

3
。
上
院
で
は
一
七
丸
コf

で
.述
べ
ら
れ
故
か
っ
た
。
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,

ア
ダ
ム
、
ス
ミ
ス
はf

句
七
七
年r

月
國
常
論
稗
版
の
出
版
準
備s

た
め
偷
敦
に
出

て

-
、亂
年
は
殆
ん
ぼ
そ
こ
に
留
ま
つ
‘た

.

しm
a
g
a
z
i
n

ラ

1
7
l
l

1*v
o
r
y

し
か
し
^̂
版
は
十
ニ
月
ニ
十
日
ま’で
贮
ぬ
出
で
す̂

^*
!

^
”
^

^)

‘
し
か
し
七
八
华
に
は
一
月
匆
々
出
版
.
'
：

V- 

-
 

65.' P
U

rj
i p. 

,
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■
 

•
 
-- 
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V - 

.
 

.,:
>
•:
.

- 

て
，
‘

\

'
 

V 

••.

ノ

’ 

•
$-
r t
/
た
や
う
で
ぁ
る
。
そ
れ
妹
同
年

一 ,1

月
艽
日
^

「

本
月
ー
ー
日
月
曜
旧
に
稿
件
を
受
麻̂
气
出
版
後
四
週
間
以
内
に
エ
デ
年
ン
ブ
ロ
に
；

'

.'.
;

,

. 

稿
，料
が
涵
く
な
ん
て
殆
ん
ど
例
が
な
い

」

と
ズ
ト
ラ
ア
ン
に
を
の
好
意.̂
謝
し
て
沾
る
こ
と
か̂.
挪
ら
'れ
、る
{
|

^
:

^
1
5
^
§
^
^
^

R
a
e
:

 

A
d

i

- o
ど
價
は
ー一

ギ
-ti

l
。

肝
奴
條
件
に
就
，い
て
は
、
ス
ミ
ス
は
一
七

七
/;
年
十
一
月
'に「

次
版
は
八
折
版
四
潘
贮
印
刷
し
た
.
..
'

へ

:.

, 

Smith*

 

p* 329./  

ぅ 

^
 

^
.
 

,

,
 

,
 

,

"'.V

〕

';:ゾ
"

:'
.
'
と̂
，5
,ふ
.の

が

勢

の

、
私

の

意

馬

で

.

る̂
0
,ま
^

^

':
■-
 

* 

な
し
、
ス
.ト
ラ
ア
ン
も
ま
た
，
れ
を1
'橄
め
て
取
當
な」

提
^'
で
ぁ
り
、「

ヵ
デ
ル
•氏
.も
私
-も
迆
だ
滿
足」

だ
と
答
へ
た
の
だ
が 

1 

/ 

s
b
i
f

^
\、

「

し
か
^
矢
張
り
初
版
同
様
四
折
敗
ニ
卷
と
し
で
上
梓
さ
れ
い

「

十
®
年
の
、册
抓
に
釾
し1ー
音
膀
1を

支

怫

は

れ

：
た

.の

で

ぁ

つ•;

I 

,

.

た
^
•
印

sco

^ 3A
d
a
m
Y
>

11
數
も
略
火
同
様
で.ぁ
る(

上
卷
五 

一C
6
、

下
卷
五
八
九
：0

0
た
ビ
秘
く
ロ
立
つ
相
逾
と|
||
へ
ば
、
今

■'

\

、 

度
の
は
0
次
を
分
け
て
兩
卷
別'々

に
附
げ
た
命
ゐ
で‘ぁ
る
。
彼
は
，私
版-
の
’と
と
’を
、-,
第

1

版
，ょ
り
も
遙
か
に
犯
し
.
い
け
れ
ど.
も
、
冇
ゆ 

こ
.

*  

、

る誤膠から务く免

^
て
氣
る
と
は
电
張
じ
な
い̂
誤
膠
の
^

も
重
大
な
の
は
パ
藤
國
に̂

い
て
ノ
驰
租
税
に
ょ
り
他
办
各
種
の
所
得
' 

_
 

ハ

' 

'

が
ー
磅
£
时
き
四
志
が
割
でi

掷
さ
れv

^

名
也
象
へ-
ら
れ
で
I
場
免
忆
、
岸
百
磅
を
超
ぇ
る
官
職
俸
給
•
に
對
し
'
一
勝
’に

付

き

五

志

の
■::. 

.
 

'  

眞
賢
の
辨
を
赋̂

す
各
こ
と
は

£

る
人
氣
が
ぁ
つ
た」

と
边
ぶ
て
居-
る
0
风

で

ぁ

る

，
と
14
つ
て
居
る(

g ?-
1
2
，̂
w

け
ざ
版
で
は「

一
鮮 

,

' 

‘ 

、
fc
-#,
き

二

;̂
し1

實
際
初
版\

洱
版
ん
の
‘差
興
は
非
に
多
い

*が
、
多
く
比
甩
語
上
必
訂
正
に
過
ぎ
な
い‘。キ
ャ
ナ
ジ
は
そ

<7
>
主
.な
も 

、
’

丨 

の
と
し
七
、紙f

卷
五
七
上
ハ0

寅
の
厲
始
社
會
狀»

を
經
て
利
潤
及
び
地
代
の
現
出
す
る
ゼ
至
る
理
論
中
の
ニ
三
の
變
化
，、

_

卷

三

： 

.

ゾ

，，
/

0
良
に
私
、け
る
利
関
の
高
き
ぽ
貸
鈒
の
：亂
^
4
り

も
-
層
物
價
を
餐
貴
さ
せ
る̂

と
，を
酿
明
せ
ん
と
す
る
不
完
全
な
る
議

_

を

擧

げ

て

•

Z 

• 

/ '
 

,

、

,

軋常
！
！

書

誌
-
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,

,

:: 

.、
四
一
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六
ー
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國
富
論
書
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.
，
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四
ニ
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七
六
四
：1
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r^t
る
へ
^Health of nations, ed by

 E., Cai
m
a
n
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、
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r, V.E

e.tor«introducti§
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，
xiv. 

} 

-

第
ー
ニ
版
が
出
る
ま
でに
は
少
し
く
間
が
あ
つ
た
。
彼
れ
自
身
批

「

私
は『

諸
國
民
，の.

€
關
ナ
る
研
究』

の
著
者
で
あ
る
セ
と
.を̂

ん 

ど
忘
れ
て
餌
つ
た」
と
、.1

七
八
〇
年(

十
月o

十
六
n)

に

！日

つ

て

ゐ

る

本

版

は

一

七

八

四

苹

の

終■
ぬ
■

 

札
た(

|
1
^
%
>赠

)

，
八
祈
版
ー1
;狢
、i

ギ 

一
一4

發
f

れ
た
巧
r

y
 

i

七
六
七
年
|

1

論
望
版
を
山
し
た
折
に
そ
の
：
 

標
瓸
に
、

「

前
後
に
何
も
附
け
加
へ
今
堪
に
ァ
ダ
ム-
ス
ミ
ス
と
,
ぶ」

'爷
ぅ
衍
记
し
、

(

^
|
ぱ
，

)

七
八
ハ
版
を
川
し
た
際
に
'ル
税
關
監
督 

竹
な
る
新
宵
名
をm
p添
へ
る
と
と
を
特
に
避
け
、た
彼
れ
セ
あ
つ.た
が
^

i
f ♦

)

、
本
版
で
は「

前
、ダ
ラ
ス
ゴ
ー
火f

l

學
敎
愛
、
耽

.欄
^

..
#
•:^
倫
教
及
び
_
:エ
ザ
年
ン
'ブ
'̂'
庄
立
協
會
會
員
、.'.法
學
»
士
：_ァ
.グ
；ム‘；

ス
.著」

'

b
y
'
'
'
A
d
a
m
'
s
m
i
t
h
,
r
r
D
.

 

and'T..: 

R
.

 

o
. 

O
M 

I
>
o
p
d
s

 

s
d
 

E
d
i
n
b
u
r
g
h
:

o'ne of the. 
C
o
m

 
日 issioners 

of his 

z
la.
e
s
t
^
s

 

C
u
s
t
o
m

 

in 

Scotland; 

a
n
d

 formerly 

p
r
o
r
l
r

 

of moral philosophy in the 

University 

of 

G
l
a
s
OQ
'

s-.
と
宵
か
れ
て
^
る
。
關
常
論
訂
正
が
可
な
ゎ
夙
ぐ
か
ら̂-
て

.
 

ら
れ
た
こ
と
は
、
拜•
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ィ
がJ

七

八

二

年

に

「
力

ー

ル•
ミ

ヵ

工

ル

氏

と

呼

ば

れ

る

人

に

「

才

能
"
知

識

ニ

つ

乍

ら

.
に

於

い

て 

わ
が
廣
述
家
の
第 

一
SA
と

私

が

信

ず

，
る

ス

ミ

ス

博

士

は

、

目

下

彼

の

『

道

猜

紙

論

』

及

ぴ『

諸
_
民

の

富

に

關

す

る

，
論

文

』

双

方

.
の

改

盯
 

に

從

つ

そ

居

み
0
>兩
#'
の

新

版

(

春

に

，
出

版

さ

れ

る

哲

で

あ

.る)
で
は
普
し
い
變
更
と
改
良
が
行
ば
れ
る
だ
ら
ぅ

」

と
報
じ
て
；居
る
，こ
ム 

に
ょ
つ
て
；̂
识
さ
れ
る(

^
^
•
•
^
o

s p
A
d
a
m

)

'#
は
一
七
八
一一̂
.十
一
万(七

：：：)

に

ヵ

デ

ルに
宛
て
、
次
の
や
ぅ
に̂

い
た
？

/「

蘇
蘭
に
歸
つ
て
か
ら
懶
け

V

居
る
こ
と
に
對
しr
貴
君
に
大
ひ
に
謝
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
；
s

o
か
り
樣
は
斯
ぅ
で
すo
,'
.私
は
倫
敦
：
 

で
.可
成
I

く
の
一
碧
刊
腐
を
、
若
し
く
は
私
に
は
新
し
い
諸
版
本
'
質̂
入
れ
た
。
そ
し
て$
れ
を
讀
み
樂
し
む
面
白
ざ
に
、

『

國
富 

論』

新

版

準
,1
'ま
ふ
私
本
來
の
仕
.事
が
妨
げ
；ら
れ
た
の
で
す..
-
0し
_か
し
今
は
熱
心
忙
私
の.本
來
の
仕
事
に
い
そ
し
ん
で̂
る
0

. 一
 

一
—-'
一 

個
月
内
に
幾
個
所
も
盯
芷
を.加
へ
、
又
主
，と1
て
第
ニ
卷
に
三
、
四
大
き-な
-¥
補
を
施
し
た
W
版
を
御
屆
け
し
た
い
と
思
ふ尸
そ
の
中 

忙
短
い
が
し
か
し
私
と
し
て
は
完
全
な
心
览
であ
る
大
英
0

の
-あ
ら
ゆ
る
贸
站
會
社
の

^
史
が
含
ま
れ
て
る
。
し
々

1
^
:
,
>.
^

^

乙
れ
に
對'す
る
が
デ
ル’
の
返
事
は
次
の
や
う
で
乾
る

.
。
：「

七
日
附
貴
翰
拜
誦
。.
内
容
^

友
人.
ス
ト
ラ.
ア
ン
，
に

通

じ

て

置

き

ま

、
し

.
た
。
同. 

>
.
.
ん
ゅ
謝
意
を
表
し̂V

居
ま
す
。
私
は
貴
君
が

『

國
富
論
！

s

新
1

準
蜥
せ
ら
る\
旨
を
僴
い
て
仕
合
せ.
に
存
じ
ま
す
。
遲
れ
る
と
新
版
の 

.

.

.

.發
e

が
せ
れ
多
に.
間
1
合
は
な
い..こ
と
を
恐
れ̂
-
‘す
、_
し.
か
し.
原
稿
を
受
取
れ.
は.
直
4

に
：出
澤
に
取
褂
り
ま.せ
う
-0
論
敦
に
人
が
居
な
，
 

.ン

.ぐ

.：
 

'ぐ
な
る
勝
^
出
版
が
間
に
合
は
す
こ
と
が
出
來
な
け
れ
ば
'..
.次
め
：冬
の
議
會
の
會
勸
ま
で
.
延
期
す
^
^
^

 ̂

?

^'
.*;
.

)

： 

■
ハ
：
.
彼
れ
は
可
な
ゲ
の
決.心.
を
以
'つ
て
本
書
の.
改
■訂
に
從
ひ'.、
可
な
り
相
當
の
勞
カ
を
と
れ
に
費
し
た
0」

彼

れ
.:

^

^
れ
を
，也
0
て
汉
定
版 

V
一，：.
‘'と^

蹇

へ
^

ぁ
つ
た
'の
で
ぁ
つ
斧
名
職
務
上
紙
夂
ず
必
然
乂
趄
^
中③許すザ、
こ
の
間

;:
^
ほ

勉

编

上

そ

居

る6.
私
は.. 

■■
■'..
■，ゼ
^
^
^
ニ
：版
に
加
へ
や
う
と
考
.
へ
る
有
ゆ
る
增
補
を
完
成
す
る
.
_
_

>_
-
<
グ
レ
i,

ク
丨
パ
力
卿

1

:^
に
も
私
に
約; ^
し
て
吳
'
 

'

へ..
忙
た
大
藏
« '
:

か
ら
、2

右
千
(0.
報
齿
を
待
0_

て
，
居
ー
る
丈
け

.
で
す
;̂
本
版
は
恐
が
く
私
の
坐
，の
最
後
を
見
盾
げ
る_

の
^

吻
',
^
ま
、せ
う
た 

r

か.
■ら

出

來

ー

盡

け
--
?:
れ
を
完
全
な
も
の
に
し
て
後
に
遺
し
た
い
。
.
.
’•
今

準

備

中

、、の

夫

- ^
省
報
齿
を
入
手
し
た
後
約—

ケ
书
の
う
ち
に； 

ベ

養

そ_

_

度

い

と

思

今

印

刷

は

是

非

自

分

で

智

し

た

い
t

、
校
正
刷
I

刷
さ
れ
允f

最
つ
て
下
さ
ち
ね
ばI
'
な
い
。
'
 

ぐ
へ
':
救
队
自|

で
そ
れ
^

&
JE
::
し_

ょ
り
も
、
寧
ろ
來
冬
の
漸
め
倫
敦
货
で
自
分
で
卻
刷
親
诚

_

け
於
い
位.
|_
'
す
。.」

£

セ
A
H 

.

f

一
 
壬

(

日
o 

W•
ス
ト
ラ
ァ
ン
宛
ス
ミ
ス
爲

(

^
n

f
s

s>
3

ズ
の
で
知
ら
れ
る
言
に

、1

七
八
三
年
劳

に
 

は.
本
書
敌
訂
の
業
は
殆
ん
ど
完
成
に‘近
づ
い
：
べ
居
た
の
で
あ
.
暮

、
謂

ほ
1'
年
間
讯
版
さ>

な

か

，
つ

た

。

八

四

年

七

月

(

十

日

タ

に

は

校 

,

拍
刷
の
往
復
を
報11
へ
芝
ぼ0
、

)

ノ
.
ま
た
八
月
十
执
に
は
前
刷
の
_

贫
を
命
じ
、
十
一
月
十
ー
ハ
日
に
ビ
の
委
賴
ゝ
の
‘實
施
さ
れ
1

こ
と
を
謝
厂 

し
て
居
る
の
で

I

I
 一 
f

t
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o、し
か
し
. 
一
0

の

發

貧’は
、
出

齡

者

は

議# '
が

開

か

れ

V
、

倫
敦
に

知
識
人
の集
あ
る
時
期
を 

•

、

肌
づ
た
や
う
で
あ
る
。

ス.

2
ヂ
オ
1
が
同
年
十
1
月

に

べ

、，
ン

‘サ
<

に
也
て
'た
手
紙
に
摭
れ
ば
、'
ス
ミ
ス
ル
彼
れ
に
邮
刷
の
完
-成
し
た 

,

.̂

杈
を
一；小
し
て
、
.力
デ
ル
は
あ
'ら
ゆ
る
上
，流
の
人
々
，
が̂

敦
に
集
^

る
ま
で.
そ
れ
を
出
版
し
な
い'で
、
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の
^
に
一
昀
に
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读
を
が
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望
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た
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街
げ
た
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こ
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あ
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'

,
こ
の
源
艰
第
三
版
で
は
眷
し
い
增
訂
が‘行
ば
れ
た
。
彼
が1

七
セ
八
年
再
版
の
、出
版
と
同
時
に
把
命
さ
れ
た
稅
麗
S

目
と
し
て
の.

• f
驗

が

戾

稆

や

弊
,©
金
に
就
い
て̂

た
な
知
識
を
得
せ
し
め
た
に
相^ ,
な
く
^
ま
た
東
卬
度
，會t

の
植
M

地
突
配
間
題
、の
貢
大
化
が

-

彼
れ
を
し
て
特
許
合
岬
制
規#.
社
，の
問
酣
’に
深
い
關
，心
を
持
た
せ
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に
相
違
な
い

P
^
e
y
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彼
れ
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こ
■の
版
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行
つ
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增
：

、
訂

に

就

ル

て
-^
文
で
今
の
や
ぅ
，譽

つ

て

居

る

。

「

私
は
こ
か
第
三
版
に
數
個
所
追
抓
し'た
。
別
しy,

義

攝

す

桑

や

、
露

金

の

脊
に
書
含
^
し
又
童
商
主
錢
の
結
款
七
名
づ
け
る

j

新
章3

J
、

國
，家
元
冒
，の'經
費
に
關
す
る
章
に
一
新
項
を*'附
け
加
へ
て
置
い
た
。

て
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れ

等一

切

の

拆
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箇
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で

は

現

在

の

事

鳴
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は
-

一七
，八
三
年
中
及
び
當
一
七
八
四
年
初
め
の
狀
鶴
を
常
に
意
味
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f

の
で
あ
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文
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彼

れ
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つ
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猶
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版
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湖
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辭
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し

ス

ミ

ス

：
の

や

ぅ

な
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つ
人
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索
引
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作
成づ
る
と
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は
れ
裏

o

宵
實
彼
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為

ら

な

办

つた
ヒ
と
は
、第
二
卷
三
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〇2

あ
る
翳
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u

e

が
同
じ
場
所
に
正’し
く
タ
ィ

ユ
l
e

と
も
し
：

て
あ
る
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し
て
紐
る
ひ
を
見
ル
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確
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け
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じ
く
聚
引

B
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攻
に
木
文
に
な
い
アV

ア
銀
行A
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I
の

名

を

擧

げ

て

居

る

こ

と

は

、
、
巴
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應

の

索

引

，
製

作

者
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無

言

賣

文

款

霧
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管

く

、
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蘭
銀
行
史
に
あ
る
知
識
を
具
へ
て
居
た
か
、
或
は
'ス

ミ
ス
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引
作
成
著
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^
疋

し

た

示

し

る

へ

琴

^

^of

一

Nations,

ハ
 

Editor^iQtroductiop\。

I
 

' :

b
C
L 

b
y
r
c
a
B
a
n
,

p
s
r 

-
 

 ̂

.

.

.

.

.
，
 

,
, 

.

_
|彼
：讓

4

<
ニ

年
±

一
月
の
力
デ
ル
へ
の
省
簡
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だ
意
句
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外
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ミ
れ
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办
追
舞
は
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^

^
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^

今
度
の: ' 
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簿
蝴
響
入
す
そ
だ
け
で1
ぐ
い
別
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刷

し

て,
志
か

一ー
志
半
で
い
舊
版
購
ん
者
に
發
寶
し
た
い
。
尤
，も
こ
の
定
谭
呔
良
加
個
所
金部
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上
げ
た
土
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そ
の
火
き
さ
に
よ
？

決
办
ね
は
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ぬ
い
I
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'
p

l

.
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。
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/
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ミ
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著
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富
灯
性
質
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斫
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一
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一

1
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o
n
d

rt>ditioTlsdf,dr.

>'
d
a
.
m
.
.
.

w'
r
b
i
t
sc
s
:
I
n
q
.

'c
;
i
r
J
i
a
o

 the nature.and causes-of .tbeAV 
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八
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第
H
版
の
上
梓
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っ
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出
版
さ
れ
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と
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管

が

、
h
れ
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で
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^
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デ
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昨
- 0
ス

ポ
ッ

デ

ィ
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ゥ

ッ

下
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に
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.
私

：
の
_.
著

臀

の

索9

の

あ

，
る

部

分

を

^

れ
た
ス
>
ラ 

,

ア

シ

か
ら
0 ,.
小
包
を
派
し
た®";そ

.；

の̂

侧
の
，故
意
書.
に
；-\,
舊

膨
の
| |

買
者
-.のた
め
^

索
脅
5 :

四
折
版
1 ?
:

卻
8

し
^
;
他

'.
0

^

補

分

とI

緖 

に
渡
す
や
う
に̂

む
か
ど
う
か
を
尊
ね
て
來
た
。
前
一
一
版
の
-k

附
は
幾
多
ル
個
所
が
一
吸
し
な
い
ん
だ
か
ら
、
こ
れ
と
調
和
さ
せ
る
.た 

め
に
は
衆
引
：の
全
部
ひ
數
字
を
變
觅
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
,0
だ
か
ら
私
は
今
で
は̂

う.
遲
い
の
で
な
い
か
と
思
ふ
、

」

と
齊
い
'て
居
る
ノ

手
紙
が
發
見
さ
れf
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だ
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a

l
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^
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^

パ
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'
へ'慶
應_

塾
圖
書
®

に
藏
す
る
と
こ-
ろ
の
第
三
版
に
就
い
て
は
語
る
ベ
き
こ
と
が
多
い

C

こ

ミ

ス

，の
著
者
贈
虽
本
で
あ
る
。 

:
彼
れ
は「

，そ
の
‘出
版
書
雕
の
よ
い
藓
客
で
あ
づ
气

」

彼
れ
^

S
ig

i

操
論
わ
出
版
に•
先
っ
て
古
人
そ
の
他
に
十
八
，部
の
贈
呈
を
出
版
書 

耶
に
命
e '-

た

こ

、
と

は

別

の

機

會

に

，
述

べ

^

び
赠
^

靖

ス

惑”
雜
!

^
 '

國
富
諭
初
版
忙
は
贈
虽
先|

し
，た

同一

の
リ
ス
ト
が
發 

.
觅
さ
ル
な
いo

し
か
し
そ
§
後
彼
汝
の
友
人
ぢ
增
加
，
1<
て

氣

る

：
の

だ

か

$

M
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多
，-

^
人
々
‘
に
著
嘗
を»

つ
，て
居
る
匕
と
は
當
然
期 

•
待
さ
れ
る
。
辦
實
彼
れ
自
身
も‘

^

多̂

べ

の

部

數

し

を

配

布

し

た

こ

と

を

言

つ

て

屈

る

の

で

あ

る

^

^

^
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^

^

-

^

辩

に

據
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は
第
二
版
が
六
部
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ニ
版
が
十
部
舰6.
ら
れ
る
と
い
ふ
こ
土
で
あ
る
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r
i th
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A
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u
r
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u
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し
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あ
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兩
黑
颇
餘
の
版
本
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财
虽
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は
れ
た
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と
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し
て
居
る
。
，
ス
コ
ッ
ト
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前
莩
な
は 

ち

&
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0
与

と
^ ,
る
も
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が
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署
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よ
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で
、
，

>
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1.
と
あ
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^
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献
辭
が
赞
圈
書
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の
乎
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か
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出
版̂

か
ら
送
ら
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ヴ
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欲
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と
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し
て
グ
レ
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ペ
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.
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ボ
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.
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